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本
稿
は
、
清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心
教
授
•
李
学

勤
氏
の
「
論
清
華
簡
《
保
訓
》
的
幾
個
問
題
」
（
『
文
物
』
二

0
0

九
年
第
六
期
、
文
物
出
版
社
、
七
六

S
七
八
頁
）
を
、
李
学
勤
教

授
の
了
解
を
得
て
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
翻
訳
は
、
平
成
二
十

一
年
度
・
大
阪
大
学
中
国
哲
学
研
究
室
開
講
授
業
「
中
国
哲
学
演

習
」
に
お
い
て
、
湯
浅
邦
弘
教
授
の
指
導
の
下
、
久
保
宗
之
（
中

国
哲
学
研
究
室
•
学
部
生
）
、
竹
村
渉
（
中
国
哲
学
研
究
室
・
大
学

院
生
）
、
金
城
未
来
（
同
上
）
、
福
田
一
也
（
大
阪
教
育
大
学
非
常

勤
講
師
）
、
草
野
友
子
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）
の
五
名

で
作
成
し
た
（
（
）
内
は
、
作
成
当
時
の
所
属
）
。

「
原
注
」
は
原
論
文
の
注
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
補
注
」

は
訳
者
が
原
文
を
補
足
す
る
た
め
に
附
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
翻
訳
）

李
学
勤

「
清
華
簡

中
国
研
究
集
刊
出
号
（
総
五
十
一
号
）
平
成
二
十
二
年
十
月
一
三
一
ー
一
四

0
頁

「
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
『
保
訓
』
釈
文
」
お
よ
び
「
清
華
簡
《
保

『
保
訓
』
釈
文 大

阪
大
学
中
国
哲
学
研
究
室

ま
た
、
原
論
文
の
理
解
を
助
け
る
た
め
、
『
保
訓
』
祠
I
]

の
釈

文
を
冒
頭
に
掲
載
し
た
。
そ
の
釈
文
は
、
清
華
大
学
出
土
文
献
研

究
与
保
護
中
心
「
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
『
保
訓
』
釈
文
」
（
『
文

物
』
二

0
0九
年
第
六
期
、
文
物
出
版
社
）
、
お
よ
び
李
学
勤
「
清

華
簡
《
保
訓
》
釈
読
補
正
」
（
『
中
国
史
研
究
』
二

O
O
九
年
第
三

期
、
中
国
社
会
科
学
院
、
中
国
史
研
究
雑
誌
社
）
に
基
づ
い
た
。

原
論
文
に
お
け
る
『
保
訓
』
の
釈
文
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
理
解

を
助
け
る
た
め
に
竹
簡
番
号
を
（
）
内
に
附
し
て
い
る
。

（
草
野
友
子
）

『
保
訓
』

の
諸
問
題
を
論
ず
」
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訓
》
釈
読
補
正
」
は
簡
体
字
で
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
『
文
物
』

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
竹
簡
の
写
真
図
版
を
参
照
し
て
、
繁
体
字

に
改
め
た
。

.
0
1
、
0
2
な
ど
の
算
用
数
字
は
、
竹
簡
番
号
を
示
す
。

•
口
は
、
竹
簡
の
欠
損
に
よ
っ
て
判
読
で
き
な
い
箇
所
を
示
す
。

•
[
]
内
は
、
欠
損
部
分
の
文
字
を
補
っ
て
い
る
箇
所
を
示
す
。

0
1
惟
王
五
十
年
、
不
豫
、
王
念
日
之
多
歴
、
恐
墜
賓
訓
、
戊
子
、

自
鯨
水
、
己
丑
、
0
2
昧
[
爽
]
口
口
□
□
□
□
□
□
□
□
[
王
]

若
日
、
「
検
、
朕
室
登
甚
、
恐
不
汝
及
0
3
訓
。
昔
前
人
偲
賓
、
必
受

之
以
胴
、
今
朕
疾
允
病
、
恐
弗
念
終
、
汝
以
書
0
4
受
之
。
欽
哉
、

勿
淫
。
昔
舜
薔
作
小
人
、
親
耕
干
歴
丘
、
恐
求
中
、
自
稽
厭
志
、

05
不
違
干
庶
萬
姓
之
多
欲
゜
厭
有
施
上
下
遠
適
、
酒
易
位
涸
稽
、

測
0
6
陰
陽
之
物
、
咸
順
不
逆
。
舜
既
得
中
、
言
不
易
賞
妻
名
、
身

滋
備
惟
0
7
允
、
粟
粟
不
僻
、
用
作
三
降
之
徳
。
帝
党
嘉
之
、
用
受

蕨
緒
。
嗚
呼
、
技
、
祇
之
0
8
哉
。
昔
微
椴
中
干
河
、
必
復
有
易
、

有
易
服
厭
罪
、
微
無
害
、
酒
蹄
中
干
河
。
0
9
微
志
弗
志
、
博
胎
子

孫
、
至
千
成
唐
、
祇
備
不
悌
、
用
受
大
命
。
嗚
呼
、
検
、
敬
哉
。

1
0
朕
聞
絃
不
薔
、
命
未
有
所
延
。
今
汝
祇
備
母
悌
、
其
有
所
由
突
。

不
1
1
及
爾
身
受
大
命
、
敬
哉
、
勿
淫
。
日
不
足
、
惟
宿
不
祥
。
」

二

0
0
八
年
七
月
、
清
華
大
学
は
境
外
か
ら
急
速
、
一
群
の
戦

国
竹
簡
を
入
手
し
た
(
l
)
。
そ
の
時
目
に
し
た
竹
簡
は
、
盗
掘
後
す

で
に
長
時
間
が
経
過
し
て
い
た
た
め
、
カ
ビ
に
よ
る
劣
化
が
広
が

る
危
険
性
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
清
華
大
学
は
、
た
だ
ち
に
専
門
の

工
作
室
を
設
立
し
、
必
要
な
保
護
・
整
理
を
行
っ
た
。
十
月
初
め

に
な
っ
て
、
初
歩
的
な
保
護
作
業
は
一
段
落
し
た
。
十
月
中
旬
、

清
華
大
学
の
招
聘
に
応
じ
、
北
京
大
学
・
復
旦
大
学
・
吉
林
大
学
・

武
漢
大
学
・
中
山
大
学
・
香
港
中
文
大
学
、
お
よ
び
国
家
文
物
局
・

中
国
文
化
遺
産
研
究
院
・
上
海
博
物
館
・
荊
州
博
物
館
の
専
門
家

た
ち
が
こ
の
竹
簡
群
に
つ
い
て
視
察
・
鑑
定
を
行
っ
た
。

竹
簡
の
枚
数
を
数
え
た
結
果
、
清
華
大
学
の
こ
の
竹
簡
は
、
完

全
な
も
の
と
欠
損
し
た
も
の
と
を
合
わ
せ
て
計
二
三
八
八
枚
、
そ

の
う
ち
元
々
整
簡
で
あ
っ
た
も
の
は
一
七

0
0簡
以
上
で
あ
る
と

概
算
で
き
る
[
M
i
2
]
。
竹
簡
の
形
制
は
多
種
多
様
で
、
長
さ
は
最
大

で
四
十
六

cm
、
す
な
わ
ち
戦
国
時
代
の
二
尺

[hli3]

に
相
当
し
、

最
小
の
も
の
は
十

cm
足
ら
ず
で
あ
る
。
比
較
的
長
め
の
竹
簡
は
、

多
く
が
三
道
編
綾
で
あ
り
、
竹
簡
上
に
は
編
縄
を
固
定
す
る
切
口

面
4
]

が
用
い
ら
れ
、
中
に
は
編
縄
の
跡
が
は
っ
き
り
見
え
る
も

の
も
あ
る
。
大
多
数
の
竹
簡
は
文
字
を
墨
で
書
き
、
お
お
む
ね
み

な
整
っ
て
お
り
、
保
存
状
態
は
良
好
で
、
判
読
で
き
な
い
も
の
は

日
本
語
訳
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少
な
い
。
ま
た
、
少
数
の
竹
簡
上
に
は
図
形
が
描
か
れ
、
あ
る
も

の
に
は
さ
ら
に
赤
い
罫
線
が
あ
り
、
そ
の
色
は
か
な
り
鮮
明
で
あ

る。
清
華
簡
の
文
字
は
戦
国
時
代
の
「
古
文
」
に
属
す
。
楚
文
字
の

特
徴
を
豊
富
に
有
し
て
お
り
、
郭
店
楚
簡
等
と
類
似
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
そ
の
年
代
は
戦
国
中
晩
期
の
際
、
す
な
わ
ち
前
三
〇

0
年
前
後
と
推
定
で
き
る
。
二

0
0
八
年
十
二
月
、
北
京
大
学
加

速
器
質
譜
実
験
室
及
び
第
四
紀
年
代
測
定
実
験
室
は
委
託
を
受
け

て
、
清
華
簡
中
の
文
字
の
な
い
残
片
に
つ
い
て

A
M
S
に
よ
る
炭

素
十
四
の
年
代
測
定
を
行
い
、
樹
木
年
輪
と
の
補
正
を
経
た
結
果

は
前
三

0
五
土
三

0
年
で
あ
っ
た
祠
5
]
。
こ
れ
は
上
述
の
古
文
字

学
か
ら
の
推
定
と
合
致
す
る
。

竹
簡
の
内
容
は
非
常
に
豊
富
で
あ
る
た
め
、
さ
ら
に
詳
細
な
検

討
が
必
要
で
あ
る
。
た
だ
し
確
定
的
な
こ
と
は
、
そ
の
性
質
は
主

に
書
籍
で
あ
り
、
遣
策
や
暦
譜
祠
6
]

等
は
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、

多
く
が
「
経
」
「
史
」
の
類
の
書
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
が
少

し
前
に
紹
介
し
た
よ
う
に
(
2
)
、
清
華
簡
に
含
ま
れ
て
い
る
最
も
重

要
な
文
献
の
―
つ
が
『
尚
書
』
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
の

篇
は
伝
世
本
に
も
見
え
る
が
そ
れ
と
は
異
な
る
文
章
が
あ
り
祠
7
]
、

ま
た
い
く
つ
か
の
篇
は
従
来
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
侠
書
で

あ
り
、
ま
た
い
く
つ
か
の
篇
は
『
逸
周
書
』
に
見
え
る
も
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
極
め
て
重
要
な
文
献
と
し
て
は
、
『
竹
書
紀
年
』
に

周
の
文

類
似
し
た
編
年
体
の
史
書
が
存
在
し
、
そ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る

史
事
は
周
初
に
始
ま
り
、
下
は
戦
国
前
期
に
及
ん
で
い
る
。
こ
れ

ら
は
も
と
よ
り
清
華
簡
の
一
部
分
に
す
ぎ
な
い
。

清
華
簡
の
整
理
・
考
釈
作
業
は
今
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
の
類
似
の
作
業
を
し
た
経
験
か
ら
判
断
す
る
に
、
全
体

の
作
業
を
終
え
る
に
は
相
当
長
い
時
間
が
か
か
る
の
は
確
実
で
あ

る
。
我
々
は
整
理
期
間
中
で
あ
っ
て
も
、
で
き
る
だ
け
迅
速
に
情

報
を
提
供
し
、
我
々
に
関
心
を
持
ち
、
援
助
し
て
く
だ
さ
る
皆
様

に
お
応
え
し
て
い
き
た
い
。
そ
こ
で
今
回
、
『
保
訓
』
篇
の
釈
文
を

公
開
し
た
の
で
(
3
)
、
皆
様
に
是
非
ご
教
示
を
お
願
い
し
た
い
。

我
々
が
ま
ず
最
初
に
『
保
訓
』
を
選
び
出
し
た
理
由
は
、
こ
の

篇
の
竹
簡
の
長
さ
が
特
殊
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
祠
8
]
、
そ
れ
ゆ

え
大
量
の
竹
簡
中
に
分
散
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
比
較
的

容
易
に
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
竹
簡
上
に
書
写
さ
れ
た
文
字
の

風
格
が
他
と
異
な
っ
て
い
た
こ
と
も
、
整
理
の
際
の
有
利
な
条
件

で
あ
っ
た
。
実
際
、
我
々
は
竹
簡
の
洗
浄
や
カ
ビ
の
除
去
を
行
っ

た
時
に
、
今
現
在
『
保
訓
』
の
第
一
簡
と
し
て
並
べ
て
い
る
竹
簡

に
注
目
し
、
そ
の
冒
頭
に
「
惟
王
五
十
年
」
と
あ
っ
た
こ
と
で
、

さ
ら
に
我
々
の
関
心
を
引
き
起
こ
し
た
。

以
下
、
試
み
に
い
く
つ
か
の
問
題
に
分
け
て
、
『
保
訓
』
の
性
質

と
意
義
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。

ま
ず
述
べ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
『
保
訓
』
は
、
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王
の
臨
終
の
と
き
、
太
子
発
、
す
な
わ
ち
武
王
に
対
し
て
作
ら
れ

た
遺
言
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

竹
簡
の
文
章
は
、
「
惟
王
五
十
年
、
不
膠
、
王
念
日
之
多
歴
、
恐

墜
賓
訓
。
」
（
第
二
問
•
第
二
簡
）
か
ら
始
ま
る
。
「
不
疼
」
と
い

う
語
は
『
逸
周
書
』
祭
公
篇
面
9
]

に
見
え
、
そ
の
意
味
は
、
病

気
が
重
く
て
危
篤
に
な
り
、
治
る
見
込
み
が
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
文
献
に
よ
れ
ば
、
在
位
が
五
十
年
な
の
は
、
た
だ
周
の
文

王
の
み
で
あ
る
。
『
尚
書
』
無
逸
篇
に
は
、
「
文
王
受
命
惟
中
身
、

蕨
享
國
五
十
年
（
文
王
の
命
を
受
く
る
こ
と
惟
れ
中
身
に
し
て
、
蕨

の
国
を
享
く
る
こ
と
五
十
年
）
」
祠
10]

と
述
べ
て
お
り
、
『
史
記
』

周
本
紀
も
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。

文
王
の
在
位
年
数
に
関
し
て
は
異
説
が
あ
り
、
『
呂
氏
春
秋
』
制

楽
篇
に
は
、
「
文
王
即
位
八
年
而
地
動
、
巳
動
之
後
四
十
三
年
、
凡

文
王
立
國
五
十
一
年
而
終
。
（
文
王
即
位
す
る
こ
と
八
年
に
し
て
地

動
き
、
已
に
動
く
の
後
は
四
十
三
年
。
凡
そ
文
王
の
国
を
立
つ
る

や
五
十
一
年
に
し
て
終
る
。
）
」
と
あ
り
、
無
逸
篇
よ
り
一
年
多
い
。

許
維
通
『
呂
氏
春
秋
集
釈
』
は
、
無
逸
篇
は
「
恐
ら
く
成
数
（
訳

者
注
：
切
り
の
よ
い
数
字
）
を
挙
げ
て
い
る
」
と
言
い
、
ま
た
陳

奇
猷
『
呂
氏
春
秋
校
釈
』
は
、
「
「
已
動
之
後
四
十
三
年
」
と
は
、

つ
ま
り
、
地
動
の
年
、
す
な
わ
ち
即
位
後
八
年
目
か
ら
計
算
す
る

と
、
ち
ょ
う
ど
五
十
年
と
合
致
す
る
。
後
人
が
誤
っ
て
八
に
四
十

三
を
加
算
し
て
五
十
一
と
し
、
「
」
の
字
を
付
加
し
た
だ
け
あ
る
」

(
4
)

と
述
べ
て
い
る
。
両
説
は
ど
ち
ら
も
従
い
難
い
が
、

し
て
も
、
『
保
訓
』
と
無
逸
篇
と
は
一
致
し
て
い
る
。

こ
の
箇
所
は
ま
た
、
文
王
が
称
王
し
た
か
否
か
と
い
う
問
題
に

も
関
わ
っ
て
く
る
。
『
史
記
』
周
本
紀
に
は
、
「
西
伯
蓋
即
位
五
十

年
。
…
…
詩
人
道
西
伯
、
蓋
受
命
之
年
稲
王
而
断
虞
丙
之
訟
、
後

十
年
而
崩
、
諮
為
文
王
。
（
西
伯
蓋
し
即
位
す
る
こ
と
五
十
年
。
…

…
詩
人
道
う
、
西
伯
は
、
蓋
し
命
を
受
く
る
の
年
に
王
を
称
し
、

ぐ

ぜ

い

而
し
て
虞
丙
の
訟
を
断
じ
、
後
十
年
に
し
て
崩
ず
。
諮
し
て
文
王

と
為
す
。
）
」
と
あ
る
が
、
歴
代
の
学
者
の
多
く
は
倫
理
観
念
よ
り

出
発
し
、
文
王
は
聖
人
な
の
で
、
王
を
称
す
べ
き
で
は
な
い
と
考

え
た

(

5

)

[

肌
ll]
。
例
え
ば
、
清
の
雀
述
『
豊
鏑
考
信
録
』
に
は
、
「
文

王
未
嘗
称
王
」
と
い
う
専
論
が
あ
る
(
6
)
。
実
は
、
『
詩
経
』
文
王

有
声
篇
は
、
「
文
王
受
命
」
と
言
い
、
何
尊
面
12]

な
ど
の
金
文
も

ま
た
、
文
王
が
大
命
を
受
け
た
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
文
王
が
晩

年
に
王
を
称
し
た
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
確
か
な
事
実
で
あ
ろ
う
（
『
保

訓
』
の
下
文
に
お
い
て
、
文
王
は
そ
の
よ
う
に
述
べ
て
は
い
な
い

け
れ
ど
も
）
。

『
保
訓
』
に
は
文
王
が
戊
子
の
日
に
「
自
齢
（
す
な
わ
ち
「
類
」

の
字
）
祠
13]
」
（
第
一
簡
）
し
、
そ
の
翌
日
の
己
丑
の
日
、
夜
明
け

方
に
太
子
発
を
召
し
、
遺
言
を
話
す
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
厳
か

な
儀
礼
は
、
『
尚
書
』
顧
命
篇
に
記
さ
れ
て
い
る
成
王
が
ま
さ
に
崩

御
し
よ
う
と
い
う
時
の
遺
命
と
似
て
い
る
。
顧
命
篇
に
は
「
惟
四

い
ず
れ
に
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月
哉
生
塊
、
王
不
憚
。
甲
子
、
王
乃
洸
額
水
、
相
被
冤
服
、
憑
玉

几
。
乃
同
召
太
保
爽
．
丙
伯
•
形
伯
・
畢
公
・
衛
侯
・
毛
公
、
師

さ

い

せ

い

は

よ

ろ

こ

氏
・
虎
臣
、
百
手
・
御
事
（
惟
れ
四
月
哉
生
塊
[hll14]
、
王
憚
ば
ず
。

た

す

き

ぎ

ょ

く

き

よ

と
う
力
し

甲
子
、
王
乃
ち
水
に
洸
類
し
、
相
け
ら
れ
て
晃
服
を
被
、
玉
几
に
憑

と

も

せ

き

ぜ

い

る
。
乃
ち
同
に
太
保
爽

•
i内
伯
•
形
伯
・
畢
公
・
衛
侯
・
毛
公
、

師
氏
・
虎
臣
、
百
手
・
御
事
を
召
す
）
」
と
あ
る
。
『
保
訓
』
に
比

べ
て
さ
ら
に
複
雑
な
の
は
、
お
そ
ら
く
成
王
が
す
で
に
天
子
と
な

っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

興
味
深
い
の
は
、
顧
命
篇
が
す
で
に
文
王
の
遺
言
に
関
し
て
言

及
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
現
行
本
『
尚
書
』
に
は
顧
命
篇
の
後

に
康
王
之
詰
篇
が
あ
る
が
、
元
は
顧
命
篇
と
連
続
す
る
一
篇
で
あ

っ
た
。
康
王
之
詰
篇
に
は
、
成
王
の
死
後
、
康
王
即
位
の
時
、
太

保
召
公
と
丙
伯
と
が
康
王
に
告
げ
て
「
今
王
敬
之
哉
。
張
皇
六
師
、

つ
つ
し

無
壊
我
高
祖
寡
命
（
今
王
之
を
敬
ま
ん
か
な
。
六
師
を
張
皇
し
、

我
が
高
祖
の
寡
命
を
壊
す
無
か
れ
）
」
と
言
っ
た
こ
と
を
記
載
し
て

い
る
。
『
尚
書
正
義
』
で
は
高
祖
を
「
謂
文
王
也
。
（
文
王
を
謂
う

よ

う

い

ん

じ

ょ

か

く

こ

な
り
。
）
」
と
し
て
い
る
。
楊
箔
如
『
尚
書
霰
詰
』
に
、
「
寡
」
は

「
顧
」
と
通
じ
、
「
寡
命
」
と
は
す
な
わ
ち
「
顧
命
」
で
あ
る
(
7
)

と
言
っ
て
い
る
の
も
、
要
す
る
に
遺
言
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し

文
王
の
遺
言
は
こ
れ
ま
で
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
『
逸
周
書
』
に
文

伝
篇
が
あ
り
、
そ
の
序
に
「
文
王
告
武
王
以
序
徳
之
行
、
作
文
傭

（
文
王
武
王
に
告
ぐ
る
に
序
徳
の
行
い
を
以
て
し
て
、
文
伝
を
作

る
）
」
と
あ
り
、
文
伝
篇
の
冒
頭
に
「
文
王
受
命
之
九
年
、
時
維
莫

（
暮
）
春
、
在
部
（
鏑
）
召
太
子
肢
（
文
王
受
命
の
九
年
、
時
維

れ
莫
（
暮
）
春
、
邸
（
鏑
）
に
在
り
て
太
子
発
を
召
す
）
」
云
々
と

あ
る
が
、
こ
れ
は
古
代
の
言
い
回
し
で
は
な
い
の
で
、
遺
言
に
数

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

『
保
訓
』
の
中
で
文
王
は
太
子
に
対
し
て
二
つ
の
歴
史
的
伝
説

び

を
語
っ
て
い
る
。
―
つ
は
舜
に
つ
い
て
、
も
う
―
つ
は
微
に
つ
い

て
で
あ
る
。
文
王
が
両
者
を
通
し
て
語
ろ
う
と
し
て
い
る
の
は

「
中
」
と
い
う
非
常
に
哲
学
的
な
観
念
で
あ
る
。

竹
簡
に
は
「
昔
舜
薔
作
小
人
、
親
耕
干
歴
丘
、
恐
求
中
、
自
稽

蕨
志
、
不
違
子
庶
萬
姓
之
多
欲
。
」
（
第
四
簡
•
第
五
簡
）
と
書
か

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
舜
が
民
間
で
「
小
人
」
と
な
っ
て
い
た
経

歴
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
り
、
ち
ょ
う
ど
『
尚
書
』
無
逸
篇

の
精
神
と
合
致
す
る
。
こ
れ
は
『
尚
書
』
を
読
む
者
は
皆
知
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
舜
の
「
求
中
」
に
至
っ
て
は
彼
が
尭
の
抜
擢

を
受
け
た
後
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
万
民
の
様
々
な
願
望
に

背
か
な
い
よ
う
に
し
た
、
と
言
っ
て
い
る
。

続
い
て
、
舜
に
つ
い
て
は
「
蕨
有
施
千
上
下
遠
邁
、
酒
易
位
邁

稽
、
測
陰
陽
之
物
、
咸
順
不
擾
。
」
（
第
五
簡
•
第
六
簡
）
と
言
う
。

こ
の
箇
所
は
『
中
庸
』
の
「
子
日
、
舜
其
大
知
也
奥
。
舜
好
問
而

好
察
邁
言
、
隠
悪
而
揚
善
。
執
其
雨
端
、
用
其
中
於
民
、
其
斯
以

為
舜
乎
。
（
子
日
く
、
「
舜
は
其
れ
大
知
な
る
か
。
舜
は
好
ん
で
問
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い
て
好
ん
で
邁
言
を
察
し
、
悪
を
隠
し
て
善
を
揚
ぐ
。
そ
の
両
端

を
執
り
て
、
其
の
中
を
民
に
用
う
。
其
れ
斯
を
以
て
舜
と
為
す
か
。
」

と
。
）
」
を
参
考
に
す
べ
き
で
あ
る
。
竹
簡
中
に
、
舜
が
「
上
下
遠

邁
」
に
政
治
を
施
す
と
あ
る
の
は
、
そ
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
た

こ
と
を
示
し
、
こ
れ
は
「
察
邁
言
」
の
こ
と
で
あ
る
。
陰
陽
（
意

味
は
正
反
）
を
測
る
と
い
う
こ
と
は
「
執
其
雨
端
」
の
こ
と
で
あ

っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
中
正
の
道
に
到
達
し
た
の
で
、
竹
簡
に
は

舜
が
「
得
中
」
（
第
六
簡
）
と
い
う
こ
と
を
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
。

こ
こ
の
「
陰
陽
」
及
び
下
文
の
「
言
不
易
賞
婁
名
」
（
第
六
簡
）
の

「
名
実
」
に
は
、
い
ず
れ
も
哲
学
的
な
意
義
が
あ
り
、
探
究
す
る

価
値
が
あ
る
。
ま
た
、
竹
簡
の
成
立
時
代
の
問
題
に
も
関
わ
る
。

「
三
降
之
徳
」
（
第
七
簡
）
と
は
何
か
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
解
釈

で
き
て
い
な
い

[ldi15]
。
伝
世
文
献
や
近
年
出
土
し
た
戦
国
竹
簡
に

は
「
三
徳
」
の
語
が
多
く
見
ら
れ
、
最
も
早
い
も
の
は
『
尚
書
』

洪
範
篇
羅
16]

と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
意
味
は
異
な
る
。

舜
と
「
中
」
と
に
つ
い
て
言
及
す
る
も
の
と
し
て
は
、
必
ず
や

『
論
語
』
党
日
篇
の
冒
頭
「
杏
爾
舜
、
天
之
暦
数
在
爾
射
。
允
執

其
中
。
四
海
困
窮
、
天
諫
永
終
。
（
杏
爾
舜
、
天
の
暦
数
は
爾
の
射

主
こ
と

に
在
り
。
允
に
其
の
中
を
執
れ
。
四
海
困
窮
せ
ば
、
天
禄
永
く
終

え
ん
。
）
」
を
連
想
す
る
で
あ
ろ
う
。
漢
代
の
人
は
例
え
ば
『
史
記
』

暦
書
祠
I
]

や
『
潜
夫
論
』
五
行
志
羅
18]

に
あ
る
と
お
り
、
い
ず

れ
も
党
が
舜
に
位
を
譲
っ
た
辞
と
考
え
て
い
る
。
『
論
語
』
尭
日
篇

に
は
ま
た
「
舜
亦
以
命
萬
（
舜
亦
た
以
て
萬
に
命
ず
）
」
と
あ
り
、

発
・
舜
・
萬
の
継
承
で
は
全
て
中
道
を
説
い
て
い
る
(
8
)
。
こ
れ
と

『
保
訓
』
の
思
想
と
は
関
係
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

び

お

う

が

い

じ

ょ

う

こ

う

び

微
と
は
商
王
（
殷
王
）
の
先
祖
で
あ
る
王
亥
面
19]

の
子
、
上
甲
微

面
20]

で
あ
る
。
周
知
の
通
り
、
王
亥
と
上
甲
微
の
事
跡
は
、
甲

骨
文
の
発
見
以
後
、
羅
振
玉
や
王
国
維
ら
多
く
の
学
者
の
考
証
に

よ
っ
て
は
じ
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
王
国
維
氏
は
『
古
史
新
証
』

に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

(
9
)
0

『
史
記
』
殷
本
紀
及
び
三
代
世
表
で
は
殷
の
先
祖
に
王
亥

は
な
く
、
た
だ
「
冥
卒
、
子
振
立
。
振
卒
、
子
微
立
。
（
冥

卒
す
、
子
の
振
立
つ
。
振
卒
す
、
子
の
微
立
つ
。
）
」
と

言
う
の
み
で
あ
る
。
『
史
記
索
隠
』
に
は
「
振
、
『
系
（
世
）

本
』
作
核
、
『
漢
書
』
古
今
人
表
作
該
（
振
、
『
系
（
世
）
本
』

は
核
に
作
る
、
『
漢
書
』
古
今
人
表
は
該
に
作
る
）
」
と
あ
り
、

そ
う
で
あ
れ
ば
『
史
記
』
の
「
振
」
は
当
然
「
核
」
あ
る
い

は
「
該
」
の
誤
り
と
す
べ
き
で
あ
る
。
『
山
海
経
』
大
荒
東
経

に
は
「
有
困
民
國
、
句
姓
而
食
。
有
人
日
王
亥
。
雨
手
操
鳥
、

方
食
其
頭
。
王
亥
託
於
有
易
•
河
伯
僕
牛
、
有
易
殺
王
亥
、

取
服
牛
。
（
困
民
国
有
り
、
句
姓
而
し
て
食
す
面
21]
。
人
有

り
て
王
亥
と
日
う
。
両
手
は
鳥
を
操
り
、
方
に
其
の
頭
を
食

す
。
王
亥
有
易
•
河
伯
に
僕
牛
を
託
す
も
、
有
易
王
亥
を
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殺
し
、
服
牛
を
取
る
。
）
」
と
あ
り
、
郭
瑛
の
注
は
『
竹
書
紀

年
』
を
引
い
て
「
殷
王
子
亥
賓
於
有
易
而
淫
焉
。
有
易
之
君

綿
臣
殺
而
放
之
。
是
故
殷
主
甲
微
椴
師
於
河
伯
、
以
伐
有
易
、

克
之
、
遂
殺
其
君
綿
臣
也
。
（
殷
王
子
亥
有
易
に
賓
す
る
も

め
ん
し
ん

而
れ
ど
も
淫
す
。
有
易
の
君
綿
臣
殺
し
て
之
を
放
つ
。
是
の

故
に
殷
主
甲
微
は
師
を
河
伯
に
仮
り
て
、
以
て
有
易
を
伐
ち
、

之
に
克
ち
て
、
遂
に
其
の
君
綿
臣
を
殺
す
な
り
。
）
」
と
言
う
。

（
こ
れ
は
『
竹
書
紀
年
』
の
真
本
で
あ
り
、
郭
瑛
は
こ
れ
を

概
括
し
て
こ
の
よ
う
に
言
う
。
）

こ
れ
ら
は
み
な
『
保
訓
』
と
対
照
さ
せ
て
考
え
る
と
き
に
参
考
に

な
る
。上

甲
微
が
ど
の
よ
う
に
河
に
「
仮
中
」
「
帰
中
」
し
た
の
か
に
つ

い
て
は
、
判
然
と
し
な
い
証
22]
。
下
文
に
「
微
志
弗
忘
、
偲
胎
子

孫
、
至
於
成
唐
（
湯
）
」
（
第
九
簡
）
と
言
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
、

「
中
」
は
や
は
り
思
想
概
念
を
指
し
て
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
「
中
」
の
概
念
あ
る
い
は
中
道
と
称
す
る
も
の
は
、
『
保

訓
』
全
篇
の
中
心
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
儒
家
思
想
の

淵
源
と
流
伝
と
を
研
究
す
る
の
に
、
間
違
い
な
く
重
要
な
意
義
を

有
し
て
い
る
。

(
1
)

報
道
の
内
容
は
、
『
人
民
日
報
（
海
外
版
）
』
二

0
0
八
年
十
一
月

十
七
日
三
版
、
『
光
明
日
報
』
二
0
0
八
年
十
月
二
十
三
日
二
版
、
『
中

国
文
物
報
』
二

0
0
八
年
十
月
二
十
九
日
二
版
に
見
え
る
。

(
2
)

李
学
勤
「
初
識
清
華
簡
」
（
『
光
明
日
報
』
二

0
0
八
年
十
二
月
一

日）。

(
3
)

清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心
「
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡

『
保
訓
』
釈
文
」
（
『
文
物
』
二

0
0
九
年
第
六
期
）
。

(
4
)
陳
奇
猷
『
呂
氏
春
秋
新
校
釈
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
0
0
二年）、

三
五
八
頁
S
三
五
九
頁
。

(
5
)
瀧
川
資
言
『
史
記
会
注
考
証
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
、

七
八
頁
S
七
九
頁
。

(
6
)

雀
述
『
雀
東
壁
遺
書
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
三
年
）
、
一

七
九
頁
S
一八
0
頁。

(
7
)

楊
箔
如
『
尚
書
筋
詰
』
（
映
西
人
民
出
版
社
、
二

0
0
五
年
）
、
四

三
四
頁
。

(
8
)
羅
現
「
〈
論
語
•
発
日
〉
解
」
（
『
炎
黄
文
化
研
究
』
第
八
輯
、
大
象

出
版
社
、
二

0
0
八
年
）
参
照
。

(
9
)

王
国
維
『
古
史
新
証
』
（
清
華
大
学
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
、
一

二
1
一
三
頁
。
顧
頷
剛
「
周
易
卦
交
辞
中
的
故
事
」
（
『
燕
京
学
報
』

第
六
期
）
参
照
。

原
注
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[補
1
]
「
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
『
保
訓
』
釈
文
」
に
、
「
「
保
」
、
通
「
宝
」
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
ホ
ウ
ク
ン
」
と
読
む
。

[補
2
]
原
文
で
は
「
整
簡
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
欠
損
が
な
く
完

全
な
形
を
保
っ
て
い
る
竹
簡
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

[
補3
]
周
代
＼
戦
国
時
代
の
一
尺
は
、
二
十
二
•
五

c
mと
さ
れ
る
た
め
、

四
十
五
Cm
ほ
ど
の
竹
簡
を
指
す
。

祠
4
]
専
門
用
語
で
、
「
契
口
」
と
も
呼
ぶ
。

祠
5
]
A
M
S
と
は
、
加
速
器
質
量
分
析
法
の
こ
と

(Accelerator

Mass 

Spectro-metry

の
略
）
。
試
料
中
の
炭
素
十
四

(
C
1
4
)

の
存
在
個
数

を
直
接
計
測
す
る
方
法
を
指
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
浅
野
裕
一
「
楚
墓
郭
室
材
に
対
す
る
炭
素

14

年
代
測
定
結
果
の
紹
介
」
（
浅
野
裕
一
編
「
竹
簡
が
語
る
古
代
中
国
思

想
（
三
）
ー
上
博
楚
簡
研
究
ー
」
、
汲
古
書
院
・
汲
古
選
書
、
二

O
-

0
年
三
月
）
参
照
。

[補
6
]
遣
策
と
は
副
葬
品
の
物
品
リ
ス
ト
、
暦
譜
と
は
墓
主
の
略
年
紀

を
指
す
。

[
補
7
]
李
学
勤
『
初
識
清
華
簡
』
（
前
掲
、
原
注
（
2
）
）
に
よ
れ
ば
、
『
尚

書
』
金
膝
•
康
詰
•
顧
命
な
ど
と
同
じ
内
容
の
も
の
が
あ
り
、
中
に

は
篇
題
が
異
な
る
も
の
も
あ
る
。

補
注

祠
8
]
「
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
『
保
訓
』
釈
文
」
に
よ
れ
ば
、
『
保
訓
』

は
全
十
一
簡
、
上
部
に
欠
損
が
見
ら
れ
る
第
二
簡
以
外
は
全
て
完
簡

で
、
竹
簡
の
長
さ
は
二
十
八
•
五

c
mで
あ
る
。

[補
9
]
『
逸
周
書
』
祭
公
篇
（
周
の
穆
王
と
祭
公
の
問
答
）
に
、
「
王
若

日
、
「
祖
祭
公
、
次
予
小
子
虔
虔
在
位
、
癸
天
疾
威
、
予
多
時
浦
態
。

我
聞
祖
不
豫
有
加
、
予
惟
敬
省
、
不
弔
、
天
降
疾
病
、
予
畏
天
威
、

公
其
告
予
膀
徳
。
」
祭
公
拝
手
稽
首
日
、
「
天
子
、
謀
父
疾
維
不
膠
、

朕
身
尚
在
絃
、
朕
魂
在
干
天
。
昭
王
之
所
勘
、
宅
天
命
。
」
」
と
あ
る
。

[補
10]
『
尚
書
』
無
逸
篇
に
、
「
周
公
日
、
「
嗚
呼
、
蕨
亦
惟
我
周
、
太
王
・

王
季
、
克
自
抑
畏
。
文
王
卑
服
、
即
康
功
田
功
。
徽
柔
諮
恭
、
懐
保

小
民
、
恵
鮮
鰈
寡
。
自
朝
至
干
日
中
戻
、
不
追
暇
食
、
用
咸
和
萬
民
。

文
王
不
敢
盤
干
遊
田
、
以
庶
邦
惟
正
之
供
。
文
王
受
命
惟
中
身
、
蕨

享
國
五
十
年
。
」
」
と
あ
る
。

[補
11]
瀧
川
資
言
『
史
記
会
注
考
証
』
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

梁
癖
日
、
「
太
史
公
日
、
詩
人
道
西
伯
以
受
命
之
年
稲
王
、
而
断
虞

丙
之
訟
、
遂
追
王
太
王
・
王
季
、
改
正
朔
易
服
色
、
十
年
而
崩
。
或

謂
、
大
雅
序
文
王
受
命
作
周
、
泰
誓
序
十
有
一
年
、
武
王
伐
殷
。
妄

徴
二
経
以
賞
其
説
」
。

予
以
為
反
経
非
聖
、
不
可
以
訓
、
莫
此
為
甚
焉
。
嘗
試
言
之
、
仲

尼
美
文
王
之
徳
日
、
三
分
天
下
有
其
二
、
以
服
事
殷
。
又
日
、
内
文

明
而
外
柔
順
、
以
蒙
大
難
。
文
王
以
之
。
未
有
南
面
而
稲
王
、
而
謂

之
服
事
、
易
姓
創
制
、
而
謂
之
柔
順
。
仲
尼
稲
武
王
之
烈
日
、
湯
・
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武
革
命

3

又
日
、
武
王
末
受
命
。
未
有
父
受
之
而
子
復
革
命
。
父
為

天
子
、
子
云
末
受
。
営
武
王
之
會
盟
津
、
告
諸
侯
日
、
汝
未
知
天
命
‘

未
不
可
以
誓
師
也
。

日
、
惟
我
文
考
、
大
統
未
集
、
予
小
子
其
承
蕨

志
。
執
有
王
者
出
征
、
復
侯
天
命
、
大
統
既
改
‘
而
復
云
末
集
。
和

大
偲
稲
、
牧
之
野
既
事
而
退
、
遂
柴
千
上
帝
、
追
王
太
王

・
王
季

・

文
王
、
改
正
朔
殊
徴
暁
。
若
虞
丙
之
歳
栃
王
、
則
不
應
復
追
王
。
王

制
既
行
、
則
不
應
復
云
改
物
。
是
皆
反
経
者
也
。
大
雅
作
周
之
義
。

蓋
取
夫
積
徳
累
仁
、
為
海
内
所
蹄
往
、
武
王
因
之
遊
成
大
業
、
非
所

謂
革
命
易
姓
為
作
周
也
。

獣
陽
脩
日
、
「
孔
子
云
、
三
分
天
下
有
其
二
、
以
服
事
殷
。
使
西
伯

不
栃
臣
而
稲
王
、
安
能
服
事
於
商
平
。
且
謂
西
伯
稲
王
者
起
於
何
説
。

孔
子
之
言
、
萬
世
之
信
也
。
由
是
言
之
、
謂
西
伯
受
命
稲
王
十
年
者
、

[
補
_
〗
」

k
g
〗
言
[
[
い

o
x〗一
[
_

- [
誤[
c
m

説

[
」

六
五
年
、
映
西
省
宝

鶏
市
買
村
原
よ
り
出

土
し
、
宝
匂
市
博
物

館
が
所
蔵
す
る
。
「
瑶
」

は
酒
器
の
一
種
で
あ

り
、
「
何」

と
い
う
人
物
が
作
っ
た
た
め

「何
痘
」
と
称
す
る
。

二
字
の
銘
文
が
刻
ま
れ
、
そ
の
内
容
は
周
の
成
王
が
洛
邑
へ
遷
都
し

た
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
史
実
を
語
る
黄
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
銘
文
の
中
に
は
「
中
國
」
の
語
が
登
場
し
、
現
在
確
認
さ
れ

て
い
る
も
の
と
し
て
は
最
も
古
い
用
例
で
あ
る
。

[補
13]
「
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
『
保
訓
』
釈
文
」
で
は
、
「
潰
」
を
「
釦
」

と
釈
読
し
、
あ
る
い
は
「
類
」
「
沫
」
に
作
る
と
い
う
。
「
伽
」
と
は
、

顔
を
洗
う
こ
と
。

[補
14]

「哉
j

は
「
段
」
に
通
じ
、
「
晩
」
は
本
字
が
「
覇
」
で
あ
り
、

月
の
白
色
の
こ
と
。
僅
か
に
白
い
月
の
光
り
を
生
じ
た
日
を
意
味
し
、

陰
暦
で
月
初
め
の
二
日
か
三
日
頃
を
指
す
。
一

方
、
偽
孔
伝
で
は
、

「
哉
」
は
「
始
」
と
さ
れ
、
月
が
始
め
て
塊
（
月
の
輪
郭
の
光
が
無

い
と
こ
ろ
）
を
生
じ
た
日
と
し
、
陰
暦
で
十
六
日
の
こ
と
と
し
て
い

る。

[補
1
5
]『
保
訓
』
第
六
簡

•

第
七
簡
に
「
舜
既
得
中
、
言
不
易
四
嬰
名
、

身
滋
備
惟
允
、
数
粟
不
俯
、
用
作
三
降
之
徳
。
」
と
あ
る
。
李
学
勤
「
清

華
簡
《
保
訓
》
釈
読
補
正
」
で
は
、
「
三
徳
」
を
「
三
従
」
と
す
る
解

釈
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

[補
16]
『
尚
書
』
洪
範
篇
に
、
「
初
一
日
五
行
、
次
二
日
敬
用
五
事
、
次

三
日
蔑
用
八
政
、
次
四
日
協
用
五
紀
、
次
五
日
建
用
皇
極
、
次
六
日

又
用

ii、
次
七
日
明
用
稽
疑
、
次
八
日
念
用
庶
徴
、
次
九
日
糊
用

五
福
、
威
用
六
極
0

.

.

.
 

(
中
略
）
・
・
・
六
、
三
徳
、
一
日
正
直
、
二
日
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剛
克
、
三
日
柔
克
。
平
康
正
直
、
強
弗
友
剛
克
、
翌
友
柔
克
。
沈
潜

剛
克
、
高
明
柔
克
。
惟
辟
作
福
、
惟
辟
作
威
、
惟
辟
玉
食
、
臣
無
有

作
福
作
威
玉
食
。
臣
之
有
作
福
作
威
玉
食
、
其
害
千
而
家
、
凶
干
而

國
。
人
用
側
頗
僻
、
民
用
僭
式
。
」
と
あ
り
、
「
三
徳
」
と
は
「
正
直
」

「
剛
克
」
「
柔
克
」
で
あ
る
と
す
る
。

[補

17]
『
史
記
』
暦
書
に
、
「
其
後
三
苗
服
九
黎
之
徳
、
故
二
官
咸
廂
所

職
、
而
閏
餘
乖
次
、
孟
諏
珍
滅
、
描
提
無
紀
、
暦
数
失
序
。
登
復
遂

重
黎
之
後
、
不
忘
箇
者
、
使
復
典
之
、
而
立
毅
和
之
官
。
明
時
正
度
、

則
陰
陽
調
、
風
雨
節
、
茂
氣
至
、
民
無
夭
疫
。
年
昔
祠
舜
、
申
戒
文

祖
、
云
「
天
之
暦
敷
在
硝
鰐
」
舜
亦
以
命
萬
。
由
是
観
之
、
王
者
所

重
也
。
」
と
あ
る
。

[
補
1
8
]
『
潜
夫
論
』
五
行
志
に
、
「
後
嗣
握
登
、
見
大
虹
、
意
感
生
重
華

虞
舜
。
其
目
重
瞳
。
事
尭
、
党
乃
祠
位
日
、
「
格
南
舜
。
天
之
暦
敷
在

領
射
。
允
執
蕨
中
。
四
海
困
窮
、
天
様
永
終
。
」
乃
受
終
干
文
祖
。
」

と
あ
る
。

[補
19]
王
亥
と
は
、
殷
王
の
先
祖
。
冥
の
子
。
王
恒
と
は
兄
弟
。
『
史
記
』

で
は
振
と
い
う
。
『
山
海
経
』
に
は
、
両
手
で
鳥
を
操
り
、
そ
の
頭
を

食
し
て
い
た
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
は
じ
め
て
牛
を

飼
い
な
ら
し
た
人
物
と
さ
れ
る
。
『
竹
書
紀
年
』
に
は
、
王
亥
は
有
易

の
賓
客
で
あ
っ
た
が
淫
乱
で
あ
っ
た
（
綿
臣
の
妻
と
密
通
し
た
）
た

め
、
有
易
の
君
主
で
あ
る
綿
臣
に
殺
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

[補
20]
上
甲
微
と
は
、
殷
王
の
先
祖
。
王
亥
の
子
。
『
竹
書
紀
年
』
に
よ

七
七
頁
右
段
一
―

編
集
…
草
野
友
子

行
目

S
七
七
頁
右
段
三
一
行
目

行
目
＼
七
八
頁
右
段
一
行
目

0
行
目

福
田
一
也

竹

村

渉

久
保
宗
之

る
と
、
父
の
王
亥
が
有
易
の
君
主
で
あ
っ
た
綿
臣
に
殺
さ
れ
た
た
め
、

河
伯
（
黄
河
の
神
）
か
ら
軍
隊
を
借
り
て
有
易
を
攻
め
、
綿
臣
を
殺

し
た
と
さ
れ
る
。

[補
21]

こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
。
哀
珂
『
山
海
経
校
注
』
に

よ
る
と
、
何
悼
は
「
「
而
食
」
下
有
脱
文
」
と
し
、
祁
賂
行
『
山
海
経

箋
疏
』
で
は
「
「
句
姓
」
下
、
「
而
食
」
上
、
当
有
問
脱
。
」
と
す
る
。

哀
珂
は
「
而
」
字
は
「
黍
」
字
で
あ
る
と
し
て
、
「
句
姓
、
黍
食
」
と

す
る
解
釈
を
提
示
し
て
い
る
。

[補
22]
『
保
訓
』
第
八
簡
に
「
昔
微
椴
中
干
河
、
以
復
有
易
、
有
易
服
蕨

罪
。
微
無
害
、
廼
蹄
中
干
河
。
」
と
あ
る
。

•
担
当
範
囲
（
原
論
文
の
頁
数
）

七
六
頁
左
段
一
行
目
＼
七
六
頁
右
段
二
四
行
目

七
七
頁
左
段
一
行
目
＼
七
七
頁
左
段
二
九
行
目

七
七
頁
左
段
三

0
行
目
＼
七
七
頁
右
段

七
七
頁
右
段
一

…
草
野
友
子

…
草
野
友
子
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